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1　はじめに
　可能な限り快適に過ごせるように患者の環境を整え、
治癒力を引き出すのは看護婦（士）の重要な役割の1
つである。患者にとって環境整備の善し悪しは、想像
以上に身体的・心理的に影響を及ぼす。しかし、実際
には転倒・転落事故や不快感の訴えは多く、患者にと
って快適な生活環境づくりが出来ているかというと、
現状では多くの問題をもっている。私達はその原因を
環境整備の不徹底、あるいは看護婦（士）の環境整備
に対する認識不足と考えた。そこで今回私達は看護婦
（士）を対象に環境整備に対する意識調査を実施した。
その結果、環境整備の自己評価や実施出来ない誘因・
原因を明らかにすることができたのでここに報告する。
6．分析方法
　1）t検定による分析
　①問3「どのようなときに環境整備を行います
　　か」において、各選択肢の回答率は経験年数別
　　に差があるか。
　②問4「環境整備はなぜ行いますか」において、
　　各選択肢の回答率は経験年数別に差があるか。
　③問5「環境整備が実施出来ない理由をお答え
　　下さい」において、各選択肢の回答率は経験年
　　数別に差があるか。
皿　結果
表1～4、図1～4参照
ll研究方法
1．研究目的
看護婦（士）の環境整備に対する意識を明らかに
する。
　・環境整備が実施出来ない原因・要因の追求をする。
2．調査対象
当院病棟看護婦（士）　115名
有効回答数110名（95。7％）
3．調査期間
　H11．　10．　20－10．　27
4．調査方法
無記名質問紙調査法
　1）所属病棟は記載
　2）経験年数は単項選択法
　3）以下4項目については多項選択法を用いた。
　①どのようなときに環境整備を行いますか
　②環境整備はなぜ行いますか
　③自己の環境整備を評価して下さい
　④環境整備が実施できない理由をお答え下さい
5．用語の定義
環境整備：患者が安全・安楽に過ごせるように、生
　　　　　活に関与する外界の諸要因を整えること。
IV　考　察
　「どのようなときに環境整備を行いますか」の回答
率は「他の看護婦（士）から呼びかけがあったとき」
のみ有意差を認めた（表2）。この結果からは、プリ
セプターナースや指導的立場である看護婦（士）が、
プリセプティーナースや指導・教育の対象である2年
未満の看護婦（士）に環境整備を促している状況がう
かがえる。
　V．ヘンダーソンは、「看護婦は、患者の環境の危
険を避けるように援助する。また、感染や暴行などの
特定の患者がもたらすかもしれない危険から他人を守
る。D」と環境整備における安全の重要性を述べてい
る。　「環境整備をなぜ行いますか」の回答率は「転倒
・転落防止」　「感染防止」が高値を示し（図2）、さ
らにこれを経験年数別で比較したところ有意差は認め
なかった（表3）。これらより、看護婦（士）は経験
年数に関係なく、環境整備を行う上で安全を重要視し
ているといえる。看護学大事典では、　「看護するもの
は、常に患者の安全を阻害する因子を観察・予測し、
患者の健康の保持促進・災害防止といった立場から安
全を守るために対処し、不注意により上記の事柄によ
って患者の生命が縮むことがあってはならない。2）」
と安全を定義している。　「防災」においては経験年数
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が高くなるにつれて回答率も高くなり、2年未満と4
年以上の間に有意差を認あた（表3）。これは、4年
以上の看護婦（士）に婦（士）長・主任をはじめとし
た病棟でのリーダー的役割を担う看護婦（士）が含ま
れているからと考える。経験年数の高い看護婦（士）
や管理者は、病棟・病院といった大きな単位で患者を
捉えることができ、環境整備においても防災まで意識
した援助ができると考察する。しかし、看護婦（士）
全体では「防災」の回答率は低く、多くの看護婦（士）
は「防災」を患者の安全を守るたあの対処と捉えてい
ないといえる。このことは看護婦（士）は環境整備を
行う上で安全を重視していると前述したことと矛盾す
る。
　「自己の環境整備を評価して下さい」では、全体の
50．0％の看護婦（士）が「出来ていない」と回答して
いる（図3）。また「必要性を感じない」　「方法がな
い」　「方法を知らない」の回答率は0％であった（図
4）。これらより、咄来ていない」と回答している
看護婦（士）も必要性は感じていること、環境整備の
方法は理解していることがわかる。　「環境整備が出来
ない理由をお答え下さい」では、　「忙しい」　「自分に
余裕がない」が他の選択肢よりも高値を示している
（図4）。これを経験年数別で比較すると「忙しい」
の回答率は有意差を認めなかった。しかし、「自分に
余裕がない」では2年未満の回答率が26．4％と高値を
示し、これは4年以上の回答率との間に有意差を認め
た（表4）。小林らは「実際の看護の場はどうしても
診療介助業務を優先して行うこととなり、日常生活行
動援助は後回しにされている。3）」と述べている。看
護婦（士）は診療の介助や患者の観察業務に追われて
時間的余裕がなく、さらに、経験年数の低い看護婦
（士）は知識・経験不足によって自分に余裕がなくな
るたあ、これらが原因となって環境整備が満足に出来
ないものと考える。以上のことから、看護婦（士）は
看護業務の中での環境整備の必要性を低く捉えている
わけではなく、意図的に業務の選択をした結果、優先
度が低くなり、そのたあ環境整備の自己評価が低いと
考える。
V　結論
1．環境整備を行うにあたって多数の看護婦（士）は
安全を意識している。
2．看護婦（士）は、環境整備の必要性は感じている
　が、自己の環境整備に満足していない。
VIおわりに
　今回の研究では、質問項目や選択肢に妥当ではない
部分があったたあ、看護婦（士）の環境整備に対する
意識を明らかにするには不十分であり、前述の結論が
実際の環境整備にどう反映されているかも追求できな
かった。
　今後は、経験年数の低い看護婦（士）には声掛けを
行うなどして経験・知識不足を補い、病院・病棟全体
で行き届いた環境整備に努めていきたい。また、病棟
における環境整備の実際や患者の立場からの環境整備
を検討して、患者にとっての快適な生活環境づくりを
目指していきたい。
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表1　経験年数別 調査対象者数：人・％
経験年数 人数 比率
2年未満 48人 43．6％
2年以上～4年未満 31人 28．2％
4年以上 31人 28．2％
合　　計 llO人 100％
表2　どのようなときに環境整備を行いますか
　　　　　　　　　　　　　　（複数回答）（人・％）
2年未満 2～4年未満 4年以上
気づいたとき 41 37．23027．330 27．3
時間があるとき 39 35．424 21．822 20．0
勤務時間外 6 5．5 2 1．8 7 6．4
患者の訴えがあ・たとき 24 21．815 13．6 9 8．2
他の看護婦（士）
ｩら呼びかけが
?ったとき
iililii　ii：’雛ii；i襲iiii ！iii甕i　iii
事故がおきたとき 10 9．0 17 15．5 8 7．3
その他 2 1．8 2 1．8 3 ’2．7
　　　　　　　　　　　　　　　n＝110　P＞o．05
表3　環境整備はなぜ行いますか（複数回答）（人・％）
2年未満 2～4年未満 4年以上
転倒・転落防止 47 42．731 28．231 28．2
感染防止 25 22．721 19．024 21．8
不快感の除去 39 35．524 21．825 22．5
プライバシーの保護 8 7．3 3 2．7 7 6．4
なんとなく気‘こなる 25 22．711 10．011 10．0
患者の訴えがあ・たとき 4 3．6 3 2．7 4 3．7
気分転換をはかる 8 7．3 10 9．0 6 5．5
躰的配慮（症状悪化の防止） 8 7．3 8 7．3 10 9．0
防災 ：1；！；含・：’層iii：1：ll＄：：：、；；臼；；・… ，：i壌1，i蜘1’
その他 4 3．6 2 1．8 4 3．6
n二110　P＞0．05
　　　　　－85一
％0
40
20
o
単位：％
笏：2年未満
@　2～4年未満
｡：4年以上
　　　気　　時　　勤　　患　　呼　　事　　そ　　　言　票　壽　言　蒙　繁　R
　　　た　　あ　　間　　訴　　け　　お　　　と　　る　　外　　え　　が　　　き
　　　き　　　と　　　　　　が　　　あ　　　た
　　　　　　き　　　　　　あ　　　つ　　　と
　　　　　　　　　　　　ゼ　を・き
　　　　　　　　　　　　と　　き　　　　　　　　　　　　き
図1　どのようなときに環境整備を行いますか
　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：％
％
40
20
o
勿：2年未満
@　2～4年未満
｡：4年以上
　　転　　感　　不　　プ　　な　　患
　　餌誘簸92言　　転　　止　　の　バ　　な　　訴
　　落　　　　除　　シ　　く　え
　　防　　　　去　　1　気　　が
　　止　　　　　　　の　　に　　あ
　　　　　　　　羅／9定
　　　　　　　　　　　　ぎ
図2　環境整備はなぜ行いますか
気　　身　　防　そ
釜誇災電
換　　配
を　　慮
Sl　fi
る　lll
　　花
　　の　　防　　z！1i
1年未満
1年以上2年未満
2年以上3年未満
3年以上4年未満
4年以上5年未満
5年以上
全　　体
O　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100
swwwmeewwwewEllll］
図3　自己の環境整備を評価して下さい（単位：％）
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表4　環境整備が出来ない理由
（複数回答）（人・％）
2年未満 2～4年未満 4年以上
忙しい 26 23．610 9．0 ll 10．0
自分に余裕がない 無、・i、1礁 7 6．4…ili5；i　liii：4講，
面倒くさい 0 0．0 0 0．0 1 0．9
やっても効果がない 1 0．9 1 0．9 1 0．9
必要匪を感じない 0 0．0 0 0．0 0 0．0
方法がない 0 0．0 0 0．0 0 0．0
方法を知らない 0 0．0 0 0．0 0 0．0
その他 3 2．7 0 0．0 2 1．8
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